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a, b, c を実数とし，a は 0 でないとする．xy 平面上の直線 y = ax と放物線

y = x2+a が相異なる 2点 P(b, ab)，Q(c, ac) で交わっているとする．c = b2, b < 0

のとき，a と b を求めよ．
(19 東北大 文系 1)

【答】 a = 2−
√
5，b =

1−
√
5

2

【解答】
直線 y = ax と放物線 y = x2 + aは相異なる 2点で交わ

y = ax

y = x2 + a

P
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るから

x2 + a = ax

すなわち

x2 − ax+ a = 0 …… 1⃝

は異なる 2つの実数解をもつ．(判別式) > 0であり

a2 − 4a > 0

∴ a < 0 または a > 4 …… 2⃝

P，Qの x座標 b, cは 2次方程式 1⃝の解である．c = b2 のとき，解と係数の関係より{
b+ b2 = a

b · b2 = a

これより

b3 = b2 + b

∴ b(b2 − b− 1) = 0

b < 0より

b =
1 −

√
5

2
……（答）

a = b+ b2 = b+ (b+ 1) = 2b+ 1 = 2 −
√
5 ……（答）

これは 2⃝をみたす．

• 1⃝の解 b, cは b < 0，c = b2 > 0であり， 1⃝は負の解と正の解をもつから，条件 2⃝を

(2解の積) < 0 ∴ a < 0

としてもよい．


